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要 旨

本論文は、平成17年 度 に担 当 したゼ ミナ ーIIIの 「社会言語学」 と共通科 目の 「言語学 」で、

ポライ トネス理論 の一部 を指導 した結果を学 生の レポー トを中心 に報告す る。 ゼ ミの クラスでは

英語で、共通科 目の クラスでは 日本語 の概説 で、 ブラウンと レビンソンの理論 の うち特 にポ ジテ

ィブ ・ポライ トネスを抽 出 して講 義 した。学 生は不十分なが らも一応 この理論 を理 解 した とい う

前提で、以下の レポ ー トを課 した。

英語を原語 とす る映画等か らポ ジテ ィブ ・ポ ライ トネスを示す会話 を取 り出す ことを課せ られ

たゼ ミ ・クラスは、生 の英語 を聞 き理解 し説明す る作業を繰 り返 したた めに、英語 を生 きた言語

と して捉え る態度が生 まれた。

また 日常 の 日本語会話 の中にポ ジテ ィブ ・ポ ライ トネスを見つけ る ように指示 された共通科 目

の学生は、 あるス トラテジーは 日本語の会話には見つけに くいこ とに気 づ き、 日英の対人関係の

あ り方が言語使用に大 き く影響 してい ることを発見 した。

キーワード ポライ トネス、対人関係意識、会話分析、英語教育、 日英比較

本 稿 で は 、 平 成17年 度 に 本 学 で 担 当 した クラ スに お い て ポ ライ トネ ス理 論 の一 部 を 指 導 した

結 果 を 学 生 の レポ ー トを 中 心 に 報 告 す る。 ポ ライ トネ スを 指 導 した クラ スは 、 ゼ ミナ ール]1の

「社 会 言 語 学 」 と共 通 科 目の 「言 語 学 」 で あ る。 本 稿 の構 成 は 、 第1章 各 クラ ス の紹 介 、 第2

章 ゼ ミ ・レポ ー トの分 析 、 第3章 言 語 学 レポ ー トの分 析 、 第4章 全 体 の考 察 とす る。

1.ク ラスの紹介

1.1ゼ ミナ-ル 皿 「社会言語学」

このゼミは外国語学部英語専攻4年 生の選択必修科 目で 「社会の中で人間が使 う言語」を研

究の対象とする。学生数は26名 で全員が3年 次から続けて履修 している。3年 次には学生の視

-179-



堀 素 子

野 を 広 げ るた め に 「多 言 語 社 会 に お け る言 語 使 用 」を 中 心 に テ キ ス トを 読 ん だ 。学 生 に は グル ー

プ別 に 興 味 を 持 った 地 域 の社 会 と歴 史 とそ こで 見 られ る言 語 問 題 を クラ スで 報 告 させ た 。4年

次 前 期 に は 「人 間 が 使 用 す る言 語 」 を 中 心 に 、 文 化 や 社 会 が 違 って も言 語 使 用 の際 、 人 間 と し

て 共 通 に 見 られ る も の は 何 か を テ ー マ と して 同 じテ キ ス トを 読 ん だ 。 後 期 に は 特 にBrown

　and　 Levinson(1987)の ポ ライ トネ ス 理 論 の ポ ジテ ィブ ・ポ ライ トネ ス の部 分 を読 ん だ 。 後 期

の課 題 と して は 、 原 語 に 英 語 が 使 用 され て い る映 画 を 見 て ポ ジ テ ィブ ・ポ ライ トネ スが ど の よ

うに言 語 使 用 に表 れ て い る か を レポ ー トに ま とめ させ た。 テ キ ス トは 、3年 ・4年 を 通 して

Janet　Holmes,　 An　lntroduction　to　Sociolinguistics,　Second　 Edition.　Pearson　 Education　 (2001)を

使 用 し、4年 の後 期 にPenelope　 Brown　 and　Stephen　 C.　Levinson,　 Politeness　:　Some　 Universals　in

Language　 Usage.　Cambridge　 University　 Press　(1987)のPositive　 Politenessの 部 分 を読 ん だ。

1.2「 言 語 学 」

こ の授 業 は 外 国 語 学 部2年 生 以 上 の選 択 科 目で 、 登 録 時 に は147名 い た が後 期 に は137名 と な

り、 最 後 の レポ ー トは105名 が 提 出 した。 受 講 生 は 必 ず し も英 語 専 攻 の 者 だ け で は な い の で 、

テキ ス トは 日本 語 で 書 か れ た も のを 選 ん だ 。 前 期 は 特 に 日本 語 を 中 心 に 地 域 社 会 で の言 語 変 異

に つ い て 資 料 を 配 布 しなが ら講 義 し、 レポ ー トに は 各 自 の方 言 あ るい は 親 しん で い る言 語 使 用

(イ ン タ ー ネ ッ ト上 の言 語 を も含 む)を 客 観 的 に 記 述 させ た 。 後 期 は 他 言 語 に お け る言 語 使 用

とそ れ に 関 す る理 論 の紹 介 を 中 心 に 講 義 した 。 最 後 の2-3週 はBrown　 and　Levinsonの ポ ジ

テ ィブ ・ポ ライ トネ ス の要 点 を 説 明 し、 こ の よ うな言 語 使 用 の概 念 や 態 度 が 日本 語 の会 話 に も

見 られ るか ど うか を レポ ー トに ま とめ させ た 。 テキ ス トは 、 田中 春 美 ・田中 幸 子 編 著 『社 会 言

語 学 へ の招 待 』 ミネ ル ヴ ァ書 房(1996)を 使 用 し、 後 期 の終 わ りにBrown　 and　Levinsonの

Positive　Politeness理 論 を 日本 語 に 簡 略 に ま とめ た もの を 配 布 した 。

2.ゼ ミ ・レポ-ト の 分 析

2.1レ ポ-ト の目的

「社会言語学」は社会全般に見られる広範囲な言語現象を扱 うと同時に、個人間の会話に見

られる言語現象をも研究の対象とする。後期のレポー トはこの個人間の会話を中心に、英語で

の会話の実態を知ることを 目的とした。すなわち学生は各自で自由に英語を原語とする映画 ・

TVド ラマを選んで、そこにポジティブ ・ポライ トネスの15の ス トラテジーがどのように使用

されているかを見つけて報告 した。

2.2ゼ ミ ・レポ-ト か ら学 生 が 得 た もの
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外国映画を英語で聞き取る、というのはかな りの労力を要 したらしいが、全員がポジティブ ・

ポライ トネスを表現 していると思われるセリフをた くさん集めていた。登場人物の人間関係が

ス トーリーの展開にともなって変化するとそれが言語使用にはっきりと現れることがわか り、

学生たちはその変化を くわ しく書きとめ、それぞれの人物のセリフの意味をポライ トネス的視

点から分析 している。このような手間のかかる作業を経て、彼らは英語での会話の展開 ・人間

関係と言語表現など、通常の英会話の授業ではあまり触れる機会のない英語の実態に触れるこ

とができた。映画の中ではあるが人間と言語の関係を疑似体験することによって英語を生きた

言語として見る態度が生まれた。同時に自分の言語である日本語を客観的に観察する目も開か

れたようだ。学生が使用 した映画資料は次の通 りである。

You've Got M@il; Life As a House; Maid in Manhattan; America's Sweetheart; Die Hard; The 

Bodyguard; Rain Man; Catch Me If You Can; Vanilla Sky; I Am Sam; Shrek; Sex and the City; Oce-

an 11; Romeo and Juliet; Holliday in Rome; Secondhand Lions; Back to the Future; Sister Act; Two 

Week's Notice; The Sweetest Thing; Four Weddings and a Funeral; Love Actuary; Hitch; Friends

2.3学 生の反応

学生たちはまずポジティブ ・ポライ トネスを表 していると思われる会話を人間関係 ・周囲の

状況などの記述と共に収集 した。同時に彼らは英語を耳で聞きながら映画を見るとい う体験か

ら、英語自体についてまた 日本語との関係についてそれまでとはちがった感想を持った。本稿

ではその感想を紹介することによって、ポライ トネスの授業の成果を報告 したいと思 う。彼ら

の感想をまとめると以下の5項 目となる。以下、各項 目について学生の反応を引用する。

1.日 本 語 と英 語 と の ポ ライ トネ ス概 念 の ちが い が わ か った 。

2.日 本 語 と英 語 とで 共 通 す る ス トラ テ ジ ーが あ る。

3.英 語 の勉 強 に プ ラ スに な った 。

4.映 画 の見 方 が 変 化 した 。

5.異 文 化 理 解 へ の道 を 開 くよい 方 法 で あ る。

2.3.1ポ ライ トネス概念のちがい

ブラウンとレビンソンは普遍的理論として彼らのポライ トネス理論を提示 しているのである

が、やは り西欧的発想に基づいた色彩が濃いことは認めざるを得ない。なかでも日本語との一

番大きな差は、 日本語は距離を開けることで敬意を表現するのに対 して、英語は距離を縮める

ことでポライ トネスを表現することであろう。それは次のような学生のコメン トによく現れて
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いる。なお各学生の性別を男子M・ 女子Fで 示す。

1-1(F)

日本 と ア メ リカ の コ ミ ュニ ケ ー シ ョン の差 を 知 る こ とが 出来 た 。 特 に 英 語 は フ ァー ス トネ ー

ムや 冗 談 や ほ め こ とば で 相 手 に 近 づ こ うとす る一 方 、 日本 語 は 心 理 的 距 離 を 保 つ た め に 敬 語

や 丁 寧 語 を 使 う。 日本 が 上 下 親 疎 で 敬 意 を 表 す とす れ ば 、 英 語 は 連 帯 関 係 で 敬 意 を 表 す とい

え よ う。

1-2(F)

欧 米 人 は よ くジ ョー クを 言 うと言 わ れ るが 今 回 の映 画 に もた くさん 出て きた 。 日本 人 の言 う

くだ ら ない ジ ョー クで は な くて 、 人 間 関 係 を 築 く上 で の大 切 な ツ ール で あ る こ とが よ くわ か

った 。

1-3(F)

「ポ ライ トネ ス」 は 日本 語 の 「敬 語 」 とは 違 うとい うこ とは わ か って い て も、 距 離 を 縮 め よ

うとす る行 為 と ポ ライ トネ ス とい う言 葉 とが なか なか 結 び つ か なか った 。

1-4(M)

日本 人 の 目か ら見 る と ポ ジ テ ィブ ・ポ ライ トネ スは 、 で しゃば り ・大 げ さ な返 事 ・あ や ふ や

な返 事 ・わ か った よ うな 口を 利 く ・社 交 辞 令 ・言 い 訳 な ど、 マイ ナ ス ・イ メ ー ジに な って し

ま う。 お そ ら く 日本 語 に は こ の よ うな態 度 を プ ラ ス ・イ メ ー ジで 表 現 す る言 葉 が 無 い ので あ

ろ う。

1-5(F)

や は り 日本 に は ポ ジ テ ィブ ・ポ ライ トネ スは 存 在 しない こ とを 感 じた 。 日本 で は 有 り得 ない

こ とが 欧 米 で は ふ つ うに 起 こ って い る なん て 、 文 化 の違 い を ひ しひ しと感 じる。 欧 米 人 は な

ぜ あ そ こ まで ポ ジ テ ィ ブ な態 度 で い られ る の か?多 分Faceを 脅 か す こ とを 最 も恐 れ て い る

か らか も しれ ない 。

1-6(F)

彼 ら のほ め こ とば は 、 本 心 の こ と もあ るだ ろ うが お 世 辞 なん だ と思 って い た が 、 今 回 レポ ー

トを 書 い て み て これ は 彼 ら の ポ ライ トネ ス な のだ とい うこ とが わ か った 。 英 語 は フ ラ ン クな

言 語 だ と思 って い た が 果 た して そ う言 い 切 れ るだ ろ うか?

1-7(M)

人 気TVシ リー ズ 「ビバ リー ヒル ズ高 校 白書 」 の英 語 で は 年 齢 に 関 係 な く仲 良 く話 して い る

のに 、 日本 語 の吹 き替 え で は 年 齢 に 応 じて 敬 語 を 使 い 分 け て い る。NHKで 放 送 した ので 教

育 的 な 目的 で そ う した ので は ない か 。 日本 と ア メ リカ の社 会 の違 い が よ くわ か った 。
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2.3.2日 本 語 と英 語 とで 共 通 す るポ ラ イ トネ ス

日本 語 と英 語 とで 共 通 す る ポ ライ トネ ス ・ス トラ テ ジ ーが あ る こ とを 感 じた 学 生 は 次 の よ う

な感 想 を 述 べ て い る。

2-1(F)

「相手の立場に立 って話す」「協力的な態度を取る」など 「相手に中心を置 く」ス トラテジー

の基本概念はどの言語にも通 じるものがあると思 う。

2-2(F)

映画の中の会話を見て、ふだんの会話でも人は互いのFaceに 気を配っていることがわかっ

た。これをポジティブ ・ポライ トネスとい うのなら、 日本でも日常的に していることである

ことに気づいた。

2-3(M)

言語は国や文化によって使われ方は違 うものの、話 し手と聞き手が互いに尊重 しあ う姿勢は

同じなんだなと感 じた。 日本人は距離を置 くことで相手に敬意を表すが、外国人は逆に距離

を取っ払 うことで敬意を表 し、距離を置 くことは相手を遠ざけることになるのだなと感 じた。

2.3.3英 語の勉強にプラスになる。

英語能力の向上に役立ったと感 じた学生も数多 くいた。下にその代表的な感想を記す。

3-1(M)

今 まで 映 画 は なん と な くス トー リーを 追 うだ け だ った が 、 今 回1つ1つ の会 話 に 注 意 して 見

た の で 映 画 の 深 い と ころ ま で理 解 で きた と思 う。 話 し手 ・聞 き手 の気 持 ・FTAの 有 無 な ど

も少 しは 分 か った 気 が す る。 英 語 を 使 う上 で これ が 活 か せ れ ば い い な と思 う。

3-2(M)

こ の15の ス トラ テ ジ ーは ポ ジ テ ィブ ・フ ェイ スに 関 す る も ので あ り、 ネ ガ テ ィブ ・フ ェイ ス

に も こ の よ うな ス トラ テ ジ ーが あ る のか と思 うと、 英 語 の奥 深 さに 驚 か され た 。

3-3(F)

日本 文 化 で は な じみ の薄 い ポ ジ テ ィブ ・ポ ライ トネ スだ が 、 映 画 の中 に こん なに もふ ん だ ん

に 使 用 され て い る とは 知 ら なか った 。 しか し今 回 こ の研 究 を した こ とに よ って 、 さ ま ざ ま な

場 面 で 使 え る便 利 な会 話 方 法 だ と感 じた 。

3-4(F)

こ う して ア メ リカ映 画 の会 話 を 分 析 ・考 察 す る こ とで 、 日本 語 と英 語 の違 い が よ くわ か り理

解 す る き っか け を 作 る こ とが 出来 て 嬉 し く思 う。

-183-



堀 素 子

2.2.4映 画の見方の変化

これまでとは違った態度で映画を見るようになったとい う学生も多数あった。

4-1(F)

今 まで も映 画 は 好 きだ った が 今 回 の よ うな見 方 を した こ とは 無 い 。 じっ く り時 間 を か け て 見

て み て 、1つ1つ の会 話 に い ろん な発 見 が 出来 て 面 白か った 。 こ の レポ ー トは 大 変 だ った け

ど必 ず 自分 の役 に 立 つ と感 じた 。

4-2(F)

何 度 も見 て い る うちに よ うや く 「こ こで 距 離 を 縮 め よ うと して い る」 とい うのが わ か る よ う

に な って 、 映 画 の見 方 が 断 然 変 わ って きた 。

4-3(F)

ポ ライ トネ ス ・ス トラ テ ジ ーに 当 て は ま る セ リフを 探 す 際 、 日本 語 の字 幕 だ け を 見 て い て も

見 つ か ら なか った 。 日本 語 は か な りの短 文 に ま とめ られ て い る ので 、 英 語 字 幕 と両 方 を 見 な

が ら の研 究 と な った 。 そ して セ リフ と ス トラ テ ジ ーを 比 べ て み る と会 話 のほ とん どが ポ ライ

トネ ス の塊 だ った 。

4-4(M)

映 画 は 今 まで 字 幕 ば か り見 て い た が 、 これ を き っか け に 英 語 を 聞 く楽 しさを 実 感 した 。 ポ ジ

テ ィブ ・ポ ライ トネ スは ブ ラ ウ ン と レ ビン ソンが 述 べ て い る よ うに 、 日常 会 話 の中 で 自然 に

行 って い る こ とだ った 。 そ れ に 気 づ い た だ け で も よか った と思 う。

4-5(F)

今 回 、 授 業 で は 習 うこ と ので き ない 若 者 言 葉 や 少 し下 品 な ス ラ ン グ の使 い 方 を 知 る こ とが 出

来 た 。 これ まで は 日本 語 の吹 き替 え を 好 ん で 見 て い た が 、 こ の ゼ ミと レポ ー トを き っか け に 、

字 幕 で さ ま ざ ま な英 語 表 現 を 聞 く方 が 楽 し くな った 。 これ か ら もた くさん の映 画 を 見 て 、 バ

リエ ー シ ョンに 富 ん だ 英 語 表 現 を 学 ん で い きた い 。

2.3.5異 文化への理解

これは意図 しなかった成果であるが、英語の会話をポライ トネスの視点から分析することで、

日本語の会話とは異なる点を多 く見出し、そこから異文化コミュニケーション ・異文化理解の

方に興味を広げていった者もある。

5-1(F)

ある文化では距離を 「保つこと」に価値を見出す一方、他の文化では 「縮める」ことに重点

を置 く。大事なことはどちらかが優れているとい うことではない。文化によって違 う形で表
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現されることを認識 し楽 しむことが大事なのだ。

5-2(M)

何気ない一言に多 くの意味や意図が含まれていることに気づいて驚いた。今回学んだことは、

外国語を話すときはその言語や文化が持っているしきた りに従 うのがよい人間関係を築 くこ

とになるとい うことだった。これからは今まで以上に表現に気を配れるようになりたいと思

う。

5-3(F)

現在世界では国際化が進んでお り、これからあらゆる国々の人とコミュニケーションをとる

機会が増えるだろう。その際、言語の違い ・文化の違いを理解 し、相手を尊重する姿勢が求

められる。そのためにポジティブ ・ポライ トネスとい う概念を習得する必要があるのではな

いか。英語教育にこの視点が加わることを期待 したい。

2.4ゼ ミ・レポ-ト の考察

多 くの学生がポライ トネスの視点から映画を見ることによって、通常の英会話のテキス トで

は扱われないような会話に多 く出くわ したとい う。映画とい う物語の中で会話を聞 くことによ

ってそれぞれの発話がどのような人間関係を表すのか、どのような愛情や葛藤を表すのかを知

ることができ、それを通 して英語が 日本語と同様、人間の喜怒哀楽を表現する生きた言語であ

ることを実感 したと述懐 している。

同時にそれらの会話の背後には、英語圏社会が持つ暗黙の約束ごとがあることも理解 したよ

うだ。ブラウンとレビンソンはその約束ごとの一部をポライ トネスとい う語でまとめたのであ

るが、学生はそれを学習することによって、将来、英語を使って外国で、あるいは外国人と接

触 ・交渉などをする場合に、注意 しなければならない事柄にも気づいた し、またそのことを深

く考えなければならないことにも気がついた。

将来彼らが国際人として活躍する際、このレポー トで得た新 しい知識と言語感覚は非常に大

きな力となって、彼らの活動を助けて くれるにちがいない。

3.「 言語学」 レポ-ト の分析

3.1「 言 語 学 」 後 期 レポ-ト の 目的

後 期 の最 後 の数 週 間 で 、 英 語 の底 流 を 流 れ て い る ポ ライ トネ ス の要 点 を 説 明 した 。 そ れ を も

とに して 「ブ ラ ウ ン と レ ビン ソン の ポ ジ テ ィブ ・ポ ライ トネ スは 日本 語 に も見 られ るか 」 とい

うテ ー マで レポ ー トを 書 か せ た 。
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3.2「 言 語 学 」 レポ-ト か ら学 生 が 得 た もの

学 生 た ちが ポ ジ テ ィブ ・ポ ライ トネ ス とい う用 語 とそ の意 味 に 触 れ た のは こ の講 義 が 始 め て

で あ った と思 うが 、 そ の意 味 は 意 外 に す ん な りと理 解 した よ うで あ った 。 そ れ は お そ ら く彼 ら

自身 の会 話 が 、 無 意 識 で は あ って も ポ ジ テ ィブ ・ポ ライ トネ スに 満 ちた も のだ か らで あ ろ う。

む しろそ の よ うな 日常 的 な会 話 が 「ポ ライ トネ ス」 とい う用 語 で 括 られ る こ とに 意 外 感 を 覚 え

た 者 もあ った 。

学 生 は 日本 語 の 日常 会 話 を 収 集 し、 そ れ を ポ ライ トネ ス の視 点 か ら分 析 した ので あ るが 、 そ

れ に よ って 自分 た ち の会 話 を 客 観 的 に 見 る こ とが で きた 。 そ の うえ で 、 ブ ラ ウ ン と レ ビン ソン

の ポ ジ テ ィブ ・ポ ライ トネ ス ・ス トラ テ ジ ー の うち、 日本 語 の会 話 で も よ く使 わ れ る ス トラ テ

ジ ー とあ ま り使 わ れ ない ス トラ テ ジ ーが あ る のに 気 づ い た 。 こ う して ポ ライ トネ ス理 論 を 日本

語 話 者 の視 点 か ら見 る こ とに よ って 、 日本 語 の敬 語 と ブ ラ ウ ン と レ ビン ソン の ポ ライ トネ ス と

は 一 致 しない 点 が あ る こ とに 気 づ い た 者 もあ った 。

3.3各 ス トラテ ジ-に 対 す る学 生 の 感 覚

15の ス トラテ ジ ー の うち に は、 学 生 が 「違 和 感 を感 じ る」 と した も の と、 「違 和 感 は 感 じな

い 」 と した も のが あ る。 こ こに 米 国 人 で あ る ブ ラ ウ ン と レ ビン ソン と、 日本 人 で あ る学 生 た ち

の文 化 的 な感 覚 の違 い が 現 れ て い る とい え よ う。

3.3.1「 違 和 感 を感 じ る」 ス トラテ ジ-

学 生 は ポ ジ テ ィブ ・ポ ライ トネ スに つ い て は ほ ぼ 理 解 した は ず で あ るが 、 彼 ら の脳 裏 に は 日

本 社 会 の規 範 が 無 意 識 の うちに 刻 まれ て い て 、 社 会 で 尊 重 され ない 態 度 を 「ポ ライ トネ ス」 と

い う用 語 で 括 る こ とに 抵 抗 が あ る ら しい 。

た とえ ば 、 ス トラテ ジ ー11`Be　 optimistic'「 楽 観 的 で あ れ 」 を 説 明す る際 、 ブ ラ ウ ン と レ ビ

ン ソンを 引 用 して 「相 手 にFTAを す る際 、 そ れ を す る こ とを 相 手 自身 も願 って い るか の よ う

に 言 う。 例 え ば 芝 刈 り機 を 借 りた い と き"You'll　 lend　me　your　lawnmower　 for　the　weekend,I

hope"の よ うに 言 う。 これ は お 互 い が 協 力 し合 う関 係 に あ る こ とを 認 識 して い る とい う前 提 に

立 っ て い る」 と した の で あ る が、 これ に は 「違 和 感 を感 じ る」 とい う者 が105名 中36名 もあ っ

た 。

こ の よ うに 、 相 手 を 自分 の中 に 引 き込 む よ うな態 度 は 日本 で は 無 礼 な態 度 と思 わ れ て い る の

で あ ろ う。 学 生 が 集 め た 多 くの会 話 の中 で これ に 相 当 す る のは 以 下 の例1つ だ け で あ った 。

例1.友 人 間 の会 話(男 性 同士)

「よ うい や 、 お まえ 、 これ 、 前 、 貸 して くれ る って い って た か ら貸 して も うで!!」
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次 に ス トラ テ ジ ー14`Assume　 reciprocity'「 相 互 依 存 関 係 ・相 互 利 益 が あ る と想 定 す る」 の

説 明は 「話 し手 と聞 き手 は 互 い に 協 力 す る こ とを 前 提 に"I'll　do　X　for　you　if　you　do　Y　for　me"

の よ うな形 で 相 互 条 件 を 出す 。 これ に よ っ て貸 借 の 負 い 目や 批 判 ・不 満 の よ うなFTA的 側 面

を 緩 和 す る」 と した が 、 これ に 「違 和 感 を 感 じる」 と した 者 は21名 あ った 。

これ に 入 る と思 わ れ る会 話 は か な り多 く報 告 され た 。 しか しそ れ らは す べ て 親 しい 友 人 ・家

族 間 か 上 下 関 係 が は っ き り して い る間 で の会 話 で 、 そ の中 に は 以 下 の よ うな も のが あ った 。

例2.姉 妹 の会 話

「あ た しが お 皿 洗 うけ え 、 姉 ち ゃん 洗 濯 干 して え な!!」

例3.店 長A(43歳)と 、 隣 の創 作 料 理 屋 の マ ス タ ーB(30歳)の 会 話(上 下 関 係 あ り)

A「 や っ さん 、 あ た しそ れ や っ と くか ら、 ち ょっ と これ 買 って きて や 」

B「 全 然 い い で す よ。 じゃ 一買 って くるん で これ や って て くだ さい ね 。 や り方 わ か りま

す?」

こ のほ か 、 ス トラテ ジ ー8`Joke'「 冗 談 を 言 う」 に 対 して も18名 の 学 生 が 「違 和 感 を感 じる」

と して い る。 会 話 例 は 下 の2例 のみ で あ った 。

例4.真 っ赤なコー トを着てきた友人Aに 対する発話(女 性同士)

B「 目が痛いわ!」

C「 絶対、牛突っ込んで くるで!」

例5.Aが 親 しい友人Bの 家に行った時の会話(男 性同士)

A「 ただいまじゃなくてお邪魔 します」

B「 何でただいまやねん。ここはA家 か」

A「 いや、植民地。 うそ うそ」

ス トラテ ジ ー1`Notice,　 attend　to　H　(his　interests,wants,needs,goods)'「 相 手 の興 味 ・要 求 ・

持 ち物 な どに 注 意 を払 う」 は 「た とえ ば 、 相 手 が 鼻 水 を た ら して い る と きに 気 づ か ない ふ りを

す る のが ネ ガ テ ィブ ・ポ ライ トネ スで 、 テ ィ ッシ ュを さ しだ して 気 遣 うのが ポ ジ テ ィブ ・ポ ラ

イ トネ スで あ る」 と説 明 した が 、 これ に は 相 反 す る態 度 が 見 られ た 。 そ の理 由は 「本 人 に と っ

て 恥 ず か しい こ とは 見 て 見 ぬ ふ りを す る」 とい うも ので 、 友 人 同士 で あ って も注 意 す る のは 躊

躇 す る とい う意 見 が 多 数 あ った 。 これ は 相 手 の 内部 に は 立 ち入 ら ない とい う 日本 的 遠 慮 の気 持

か らで あ ろ う。16名 の学 生 が 「違 和 感 を 感 じる」 と した のは そ のた め で あ ろ う。

一 方 「親 しい 友 人 に は 何 か 変 化 が あ れ ば そ れ に 気 づ い て あ げ る」 と受 け 取 った 者 も多 く、 そ
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の類 の会 話 は 数 多 くあ る。 そ れ は こ の ス トラ テ ジ ーを ポ ジ テ ィブ ・ポ ライ トネ ス本 来 の意 味 に

理 解 した か らで あ ろ う。 こ こで は2つ の例 のみ を 示 す が 、 類 似 の会 話 は 多 数 あ った 。

例6.友 人 が 新 しい ス カ ー トを は い て 来 た 時

「今 日の ス カ ー ト、 素 敵 や ね 。 そ れ 日本 で 買 った ん?」

例7.食 事 後 、 友 人 の 口に ソー スが つ い た ま まに な って い る のに 気 が つ い て

「あ 、Bち ゃん 、 口に ソー スが 付 い て る よ。 ほ ら」 と鏡 を 差 し出す 。

そ の他 、 数 と して は 少 ない が 学 生 が 否 定 的 な反 応 を 示 した ス トラ テ ジ ーに は 次 の も のが あ る。

学 生 の理 由 も付 加 す る。

ス トラテ ジ ー12`Include　 both S & H in the activity'「 相 手 を 共 に 行 動 す る協 力 者 で あ る とす

る」 は 、 強 引 な感 じが す る ので 「違 和 感 を 感 じる」 とい う者 が5名 あ った 。 こ の ス トラ テ ジ ー

で 頻 繁 に 使 わ れ る のは 英 語 で はLet'sと かShall weで あ るが 、 そ れ に 当 た る 日本 語 は 「～ しよ

う」 で あ ろ うか 。 こ の表 現 は 多 くの例 が あ った 。

例8.友 人 同士 。 同 じ行 動 を す る よ うに 誘 う。

「ほ ん まに 。 め ぐ、 トイ レ行 こ っか?」

例9.医 者 が 患 者 の子 供 に 、 い っ し ょに 注 射 を され るか の ご と く話 す 。

「さあ 、 じゃあ 注 射 しよ っか 、 は い 、 お て て 出 して み よ うか ～ 」

例10.教 師 が 生 徒 に 、 自分 もい っ し ょに 問 題 を や るか の ご と く話 す 。

「は い 、 じゃあ み ん なで こ の問 題 を 解 い て み よ う!」

ス トラテ ジ ー15`Give gifts'to H: (goods, sympathy, understanding, cooperation)「 相 手 に贈

り物(品 物 ・共 感 ・理 解 ・協 力)を 与 え る」 は 時 に い や ら しい と して 「違 和 感 を 感 じる」 と し

た 者 が3名 あ った 。 しか し下 の よ うな会 話 か らは そ の よ うな感 じは 受 け ない 。 お そ ら く下 心 の

あ る贈 り物 に つ い て 「い や ら しい 」 と感 じる とい うこ とで あ ろ う。

例ll.お 昼 に マ ク ドナル ドに 行 く友 人 同士 。 しか しAは お 金 を あ ま り持 って い ない 。

A「 どれ に しよ うか な～ … 私 す ごい金 欠 や ね ん、 今(泣)」

B「 あ 、 私 クー ポ ン券 持 って るか ら使 って い い で 」

例12.お じ(50代 半 ば)が お 歳 暮 を 持 って きた と き、 母(50代 前 半)と の会 話

お じ 「こん に ちは 」

母 「あ 、 い ら っ しゃい 」
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お じ 「お歳暮もって来ました」

母 「まあ、いつもあ りがとうございます」

お じ 「毎年おなじものですが」

母 「いただきます」

3.3.2「 違 和 感 を感 じな い」 ス トラテ ジ-

上 とは 逆 に 、日本 語 で も親 しい 間 で は よ く使 うの で 「違 和 感 を 感 じな い 」とい うス トラ テ ジ ー

もい くつ か あ った 。 そ れ らは ス トラ テ ジ ー4,5,6で 会 話 例 も多 か った 。 ブ ラ ウ ン と レ ビン

ソンで は これ らは 次 の よ うに 説 明 され て い る。

ス トラテ ジ ー4`Use in-group identity markers'

「呼称 ・方 言 ・ス ラ ン グな ど仲 間 内 だ け で 通 じる語 を使 用 す る」

ス トラテ ジ ー5`Seek agreement'

「話 し手 ・聞 き手 が 共 通 の 立場 に な る よ う、 無 難 な 話 題 を選 び対 立 を 避 け る、 な るべ く同 調 す

る」

ス トラテ ジ ー6`Avoid disagreement'

「相 手 に不 同意 ・反 対 で もそ う とは っき り言 わ ない で、 見 か け は 同意 す る よ うな言 い 方 を す る」

このうち、ス トラテジー4に ついては2名 の学生が、ファース トネーム(FN)を 上司に使

うことはできない し失礼だ、として 「違和感」を唱えた。 しか し友人間ではもっぱらFNや ニ

ックネームは 日常的に使われているので 「違和感」は無い。ただ、友人間でも互いの親密度に

よって名前のうちのどちらを呼ぶか、サンとかチャンを付けるか否かで距離を調節 しているこ

とはわかる。

しか しこれらのス トラテジーになぜ多 くの学生が 「違和感を感 じない」かといえば、これら

はいずれも相手との協調 ・同調 ・共存を 目指 しているために、 日本的な 「和を尊ぶ」精神によ

く合致するからであろう。 しか し学生たちが集めた会話を見ると、単に 「お互いに調子を合わ

せているだけ」ではないかと思われるものもある。あるいは調子を合わせないと仲間はずれに

される危険があるのかもしれない、とい ういわゆる 「付和雷同」的な態度がこれらのス トラテ

ジーにあてはまると思ったのではないか。

もしそ うであれば、ポジティブ ・ポライ トネスとは根本的に異なる。 日本人学生がポジティ

ブ ・ポライ トネスと思った言語行動は、表面的には相手に親 しさを示 して積極的に近寄る態度

のように見えるが、実は自分を防御 しているのではないか。もしかするとこのような行動は 日

本社会に広 くはびこっている 「長いものに巻かれろ」的発想、あるいは 「全員一致」を善 しと
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する社会通念の延長線上にあるのではないか。

彼らの会話はいわば仲のよいところを競ってみせる 「仲良しクラブ」のような感 じで、もし

学生たちが無意識のうちに相手を傷つけまいとして衝突を避けるために安易に同意 していると

したら、これはポライ トネスとはまった く逆の方向に向かっていることになる。この点につい

て 日本語の若者ことばをポライ トネス理論から分析する際に しっか り注意する必要がある。

彼らが集めた会話例を見てみよう。いずれも同位者である友人間の会話である。

例13.ス トラ テ ジ ー4(省 略 語 を 使 用 して い る。 カ ッコ 内が そ の説 明)

A「 マ ク ド(ナ ル ド)行 か ない?」

B「 う一ん 、 で も も っ と ガ ッツ リ食 べ た い か ら ビ ク ドン(び っ く り ドンキ ー)に しよ う

よ 一、 近 い し」

A「 え 一、 今 め っ ち ゃ ダ ブチ(ダ ブル チ ー ズバ ー ガ ー)が 食 べ た い 気 分 な の!」

例14.ス トラ テ ジ ー5(共 通 の話 題 を 持 ち 出 し、 共 通 の行 動 を と る)

Ar今 帰 り?」

B「 うん 、 一 緒 に 帰 って い い?」

A「 い い よ!帰 ろ帰 ろ～ 」

例15.ス トラ テ ジ ー5(共 通 の話 題 を 持 ち 出 し、 共 通 の行 動 を と りた い 意 志 を 示 す)

Ar卒 業 旅 行 で イ タ リア行 くん で す よ」

B「 イ タ リア!?い い な あ 、 私 も行 きた い わ あ 」

例16.ス トラ テ ジ ー6(意 見 が 違 って もす ぐに 反 対 しない で 、 一 応 賛 成 の態 度 を 見 せ る)

「寿 司か … い い な。あ っそ や 、守 山 の"シ ル ク"も 良 くな い?か な りお い しい ら しい で!」

例17.ス トラ テ ジ ー6(意 見 が 違 って もす ぐに 反 対 しない で 、 一 応 賛 成 の態 度 を 見 せ る)

先 輩Aが 最 近 で きた 彼 氏 の写 メ ール を 見 せ た と き、 後 輩Bの 発 話

A「 ど う?か っ こい い で し ょ」

B「 優 しそ うで す ね 」(か っ こい い とは 思わ なか った し、 嘘 も言 え な くて)

そ のほ か 、 大 げ さで い や み な感 じが す る と した 者 も8名 あ った が 、 特 に 違 和 感 を 感 じる と し

て 挙 げ られ なか った も のに 、 ス トラテ ジ ー2`Exaggerate(interest,approva1,sympathy with

H)'「 相 手 へ の興 味 ・承 認 ・共 感 を 強 調 す る」 が あ る。 これ らは彼 らの 間 で は か な り頻 繁 に 見

られ る ので あ ろ うか 。 若 者 同士 で は こ の よ うなお お げ さ な見 え 見 え のお 世 辞 が す で に 共 通 語 に

な って い る ので あ ろ うか 。 こ こで は2例 のみ 記 す が 実 際 に は 多 くの発 話 が 記 録 され て い た 。

例18.ス トラ テ ジ ー2
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「ほ ん まか わ い い や ん な あ!モ デ ル み た いや し!!な ん で そ ん な に 上 手 くで き るん??

ど うや っ て る ん??」

例19.ス トラ テ ジ ー2

「ば りえ え や ん!!ど こで 売 っ と った ん??ば りしぶ いや ん!」

ス トラテ ジ ー3`lntensify interest to H'「 話 を 面 白 くす るた め に聞 き手 と同 じ視 点 か ら話 す 」

のは 、 相 手 が 上 の場 合 に は 失 礼 に あ た る、 と して 「違 和 感 」 を 唱 え た 学 生 が2名 あ った が 、 下

の例 の よ うに 猛 烈 にinterestを 示 す 例 もあ った 。 も っ と も これ は ブ ラ ウ ン と レ ビン ソンが 言 っ

て い る ス トラ テ ジ ー3と は や や 異 な るが 、 相 手 へ の興 味 を 強 調 して い る こ とは ま ちが い ない 。

例20.ス トラ テ ジ ー3

大 学 の クラ ブ館 で20歳 の女 子 と22歳 の男 子 が 話 して い る と き、 男 子 が 入 れ た 合 い の手 の

数 々。

「な んや な ん や?」 「な ん や??は よ言 え!」 「ふ ん 、 そ れ で?」 「お お!つ い に ひ か れ て

しま った か!な ん て送 りよ った ん や??」 「お お!!こ い こ い!!」 「な ん や な ん や??」

「うお ～!!」 「ま じで?!」 「… うぎ ゃ あ～!!」

ス トラテ ジ ー9`Assert or presuppose S's knowledge of and concen for: H's wants'「 相 手 の 要

望 を よ く承知 して い て そ れ に 配 慮 して い る こ とを 示 す 」 とい うのは 、 お そ ら く 日本 的 思 い や り

とか 配 慮 の気 持 に 添 うので 学 生 に は 受 け 入 れ や す い ので あ ろ う。 下 の例 に 示 す よ うに 、 こ の よ

うな態 度 は い ろい ろ な関 係 に 見 られ る ので 、 も しか す る と一 番 日本 的 ポ ジ テ ィブ ・ポ ライ トネ

ス な のか も しれ ない 。

例21.友 人 同士 の会 話 。

「Bっ て カ ラ オ ケ嫌 い や ね ん なあ?今 度 の金 曜 に 皆 で 行 こ うって 話 が あ るね ん け ど、B

も行 か へ ん ～??イ ヤ??」

例22.母 親56歳 と兄23歳 の食 事 時 の会 話 。

母 「あ ん た 、 次 の 日曜 は なん か 用 事 あ ん の?」

兄 「用 事 は ない け ど、 レポ ー ト書 か なあ か ん なあ 」

母 「そ うか い な、 次 の 日曜 な、 お じさん が 田舎 か ら 出て きは ん ね ん 。 ほ ん で ち ょと駅 ま

で 車 で 迎 え 行 った って ほ しい ね や わ 」

兄 「あ ～ 、 そ うなん … 」

母 「あ ん た も忙 しい や ろけ ど、 ち ょっ と頼 まれ た って くれ へ ん?」
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ス トラ テ ジ ー10`Offer,promise'「 た とえ形 式 的 に せ よ、 相 手 へ の 協 力 を 申 し出 る 、約 束 を す

る」 の も きわ め て 日本 的 で あ る。 下 の よ うな会 話 は 日常 的 に よ く聞 か れ る。

例23.恋 人 同士 の会 話

「そ うだ な 、 最 近 全 然 会 って な い な あ … よ し、 今 度 の 休 み に ど こか ドライ ブ に連 れ

て行 くよ」

例24.ア ル バ イ トの学 生 が アル バ イ ト先 の上 司 に

「何 か 手 伝 うこ と ない で す か?」

ス トラテ ジ ー13`Give(or ask for) reasons'「 相 手 にFTAを 行 うと きに 、 そ れ が 相 手 に と っ

て も望 ま しい もの で あ る とい う理 由を 示 す 」 のは 少 し相 手 の中 に 入 りす ぎ の感 が あ るが 、 下 の

よ うな例 を 見 る と 日本 語 で も頻 繁 に 使 って い る ス トラ テ ジ ーで あ る こ とが わ か る。

例25.母 親 と娘 の会 話

母 「暖 房 も う切 っ とい て 。 つ け っぱ な しに して た ら体 に 悪 い か ら」

娘 「は 一い 」

例26.家 で 兄 に 自分 が 見 た い テ レ ビを 見 させ て も ら うと き

「み ん なが 見 た が って るか ら、 こ っ ち の番 組 つ け て もい い か な??」

3.4.「 言語学」レポート の考察

ブラウンとレビンソンのポジティブ ・ポライ トネス ・ス トラテジーの簡単な説明を しただけ

で、学生にそれを具体的に示 している日本語の会話を集めさせたのであるが、意外に彼らは現

実に多 くのポジティブ ・ポライ トネス的会話を していることがわかった。このことはほぼ予想

していたが、これほどまでに学生がポジティブ ・ポライ トネス的思考を持っているとは思わな

かった。

この理由の一つはアメリカ的親密な話 し方が 日本の若者に浸透 しているとい うことであろう。

特にテレビのコマーシャルでは親 しげに話 しかける調子が大半を占めていて、視聴者に向かっ

て敬語を使 うのは極めて少ない。その方が商品のターゲットである若者に親近感を持たれて、

売 り場での選択を有利にす ると考えられているのであろ う。つま り日本社会における言語使

用 ・言語選択にはすでにポジティブ ・ポライ トネスが定着 しているといってもよい。

しか し一方で学生が 「違和感を感 じる」としたス トラテジーは、上下関係を重視 し距離をあ

けて対応する日本的な態度になじまないものであった。特に相手の内部に入 り込むことには抵

抗があ り、たとえ親 しい友人に対 してもかなり遠慮がちで、どこまで踏み込むかは各個人の判
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断によるらしく、共通 した態度は見つけに くかった。そのため親密さを強調 しながらも最後の

ところで距離をあける態度が見られて、真の意味でのポジティブ ・ポライ トネスにはまだ遠い

感 じもある。

これらを総合すると、現代の学生は意識の底に伝統的価値観を持ちつつも表面上は明るくほ

がらかに親密な会話を交わ しているらしい。もしも真に親 しい間柄でなくても親 しい関係を誇

示するために親密な会話を しているとしたら、それこそブラウンとレビンソンのい うポジティ

ブ ・ポライ トネスそのものである。世界から、 日本社会はネガティブ ・ポライ トネスの見本の

ようだと思われているが、このような学生の会話を分析 してみると、いまやポジティブ ・ポラ

イ トネスの方が彼らの中では重要な機能を持っているのではないかとさえ思われる。

4.考 察

本報告は、ブラウンとレビンソンのポライ トネス理論に基づいて映画から英語の会話を収集

分析 したゼミのレポー トと、 日本語の日常会話を収集分析 した 「言語学」のレポー トをまとめ

たものであるが、それぞれ多 くの収穫があった。

まずゼミ・レポー トでは、学生は映画の登場人物がさまざまな場面で使用する英語をポライ

トネスの視点から分析することによって、通常の英会話学習では得られない会話の実態を体験

した。同時に英語を文字面だけでなくイン トネーションなどの音声および表情 ・身振 りなどの

非言語情報から理解することの重要性を実感 した。そしてそこに英語 も日本語 と同様、話す人 ・

聞 く人 ・その周囲の人などの複雑な関係によって表現が変化する 「生きた言語」であることを

知った。受験の対象で しかなかった英語をこのような視点から分析することによって、さまざ

まな場面で自分も使用できる言語であるとわかったのは、彼らにとって大きな収穫であったと

いえよう。

「言語学」のレポー トでは、学生自身の会話が多 く収集され、現代若者ことばのよい例とな

った。彼らは簡単にではあるが一応ポジティブ ・ポライ トネスを学んでから会話の収集に当た

ったので、ある種のス トラテジーは自分たちの周囲には見つけに くいことに気がついた。彼ら

はそれに 「違和感を感 じる」と記 したのであるが、それらははからずも日本の伝統的価値観に

反するようなス トラテジーであった。ここにおいて学生たちは、アメリカ的対人関係の表現の

仕方と、 日本的対人関係の表現の仕方の違いを実感 したのであった。

これら2つ のクラスはポライ トネスを中心に したものではないが、授業の一部を割いて簡単

に導入 しただけでこのような成果が得られたことは、学生の英語能力向上の点でもまた彼らの

国際的視野を広げる点でも効果があったと思 う。同時に母語である日本語を客観的に観察する

ことを学んだことにより、無意識で受け入れている日本的習慣や社会通念を異文化の目で眺め
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る機会を得たことは、学生の将来に大きな広が りを与えることになったと思 う。

注

1)本 稿 の 一 部 は2006年8月 と9月 、2つ の 学 会 で 口頭 発 表 した 。言 語 学 レポ ー トの 日本 語 の 例 文 は ニ ュ ー

ジ ー ラ ン ドのLanguage　 and　Society　 Conferenceに お い て 、 また ゼ ミ ・レポ ー トの 学 生 の 感 想 は 本 学

で 開 催 され た 大 学 英 語 教 育 学 会 全 国 大 会 に お い て 発 表 した 。

2)匿 名 査 読 者2名 か ら好 意 的 か つ 有 益 な 示 唆 を 頂 戴 した こ とに 深 く感 謝 す る。
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